
◎検討項目

・ 建築構造について P１～P２

・ 駐車場計画・動線計画について P３

・ 部署等配置計画について P４～P９

・ 災害対応設備について P１０～P１３
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建築構造について

・下の写真は、耐震構造の建物において、大地震後に、棚や書類等の
荷物により通行経路が塞がれている写真です。

写真① 上部の棚や荷物の転倒・落下 写真② 書架の変形や書籍の落下

・新庁舎では、防災拠点として、災害時には情報発信の場や周辺住民の一時受入れを

行う計画としており、通行経路を確保するための対策が必要です。
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市民ロビー

議場

展望室

市民活動エリア

総務企画・教育委員会

部署等配置計画について

１階、２階は、窓口関連の部署等を

配置し、３階、４階は、市長室等特別

職室や議会関連諸室、教育委員会、

総務課等の部署を想定しています

が、更なる市民サービスの向上と事

務の効率化を図るため配置を変更
する場合があります。

５階 展望室・機械室

４階 議会関係諸室（正副議長室・議場・議員控室・委員会室・議会図書室・議会事務局）

教育委員会（教育長室・庶務課・学校教育課・体育振興課・生涯学習課）

３階 市長室等特別職室（市長・副市長）・秘書広報課・農水産課・農業委員会事務局

監査委員事務局・行政改革推進課・財政課・企画政策課・総務課

２階 子育て支援課・健康管理課・都市整備課・建設課・商工観光課

１階 会計課・税務課・市民生活課・保険年金課・高齢者福祉課・社会福祉課・環境課

会計課・税務課・市民生活課・保険年金課・高齢者福祉課・
社会福祉課・環境課

子育て支援課・健康管理課・都市整備課・建設課・商工
観光課

秘書広報課・農水産課・農業委員会事務局・

監査委員事務局・行政改革推進課・財政課・
企画政策課・総務課

〔階層〕

市長室等特別職室

議会関連諸室

展望室

教育委員会
カウンセリングルームカウンセリングルームカウンセリングルームカウンセリングルーム

サーバールームなどサーバールームなどサーバールームなどサーバールームなど

政策決定室政策決定室政策決定室政策決定室

（災害対策室）（災害対策室）（災害対策室）（災害対策室）

防災無線室など防災無線室など防災無線室など防災無線室など

子育てハニカム子育てハニカム子育てハニカム子育てハニカム

消費生活センターなど消費生活センターなど消費生活センターなど消費生活センターなど

守衛（警備員室）守衛（警備員室）守衛（警備員室）守衛（警備員室）

耐火書庫など耐火書庫など耐火書庫など耐火書庫など
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１Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ仁玉川

公
園
側

県
道
側

メインプロムナード

100㎡

㎡㎡

㎡

205㎡

㎡㎡

㎡

※部署等配置計画については、旭市新庁舎建設基本計画（平成29年度）及び旭市新庁舎建設窓⼝・執務環境現況調査（平成27年度）

に基づき作成したものですが、更なる市⺠サービスの向上と事務の効率化を図るため配置を変更する場合があります。

【市⺠憩いの場】

部署等配置計画について

給湯

休憩・会議室

環境課

市民生活課

保険年金課

高齢者福祉課

社会福祉課

税務課

会計課
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２Ｆ２Ｆ２Ｆ２Ｆ仁玉川

公
園
側

県
道
側

メインプロムナード

休憩・会議室

商工観光課

建設課 都市整備課

健康管理課

子育て支援課

※部署等配置計画については、旭市新庁舎建設基本計画（平成29年度）及び旭市新庁舎建設窓⼝・執務環境現況調査（平成27年度）

に基づき作成したものですが、更なる市⺠サービスの向上と事務の効率化を図るため配置を変更する場合があります。

部署等配置計画について

【子育て支援センター ハニカム】

100㎡
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３Ｆ３Ｆ３Ｆ３Ｆ仁玉川

公
園
側

県
道
側

メインプロムナード

休憩・

会議室

総務課

企画政策課

財政課 行政改革推進課 監査委員事務局

農業委員会事務局

農水産課

秘書広報課

※部署等配置計画については、旭市新庁舎建設基本計画（平成29年度）及び旭市新庁舎建設窓⼝・執務環境現況調査（平成27年度）

に基づき作成したものですが、更なる市⺠サービスの向上と事務の効率化を図るため配置を変更する場合があります。

部署等配置計画について
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４Ｆ４Ｆ４Ｆ４Ｆ仁玉川

公
園
側

県
道
側

メインプロムナード

傍聴席

（傍聴席）

議会事務局

生涯学習課

体育振興課

学校教育課庶務課

※部署等配置計画については、旭市新庁舎建設基本計画（平成29年度）及び旭市新庁舎建設窓⼝・執務環境現況調査（平成27年度）

に基づき作成したものですが、更なる市⺠サービスの向上と事務の効率化を図るため配置を変更する場合があります。

部署等配置計画について

8



５Ｆ５Ｆ５Ｆ５Ｆ仁玉川

公
園
側

県
道
側

メインプロムナード

吹き抜け

※部署等配置計画については、旭市新庁舎建設基本計画（平成29年度）及び旭市新庁舎建設窓⼝・執務環境現況調査（平成27年度）

に基づき作成したものですが、更なる市⺠サービスの向上と事務の効率化を図るため配置を変更する場合があります。

部署等配置計画について
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●ライフライン遮断に備え、庁舎機能の維持が可能な設備システム

災害対応設備について
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災害対応設備について
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災害対応設備について

（１）電気設備計画

①２回線受電方式①２回線受電方式①２回線受電方式①２回線受電方式（災害時用（災害時用（災害時用（災害時用））））

電力会社より、本線・予備線の２回線を受電する方式です。

本線が停電しても、予備線側を切り替えることで停電時間を短時間に抑えられます。

設置費用約７００万円。電気基本料金１．０５倍。（同変電所とした場合）

②非常用発電機設備（災害時用）②非常用発電機設備（災害時用）②非常用発電機設備（災害時用）②非常用発電機設備（災害時用）

燃料（油）タンクを設置し、常用電源が停止した場合の自家用発電設備です。

防災設備用の非常用電源や機能維持に、最低限必要な重要（保安）電源の確保ができます。

設置費用約４，８００万円。（７日分可動想定）

③無停電電源設備（災害時用）③無停電電源設備（災害時用）③無停電電源設備（災害時用）③無停電電源設備（災害時用）

停電などによって電力が途絶えた場合に、電力を供給し続ける電源装置です。

瞬時電圧低下や停電時に必要な電力を供給できます。（サーバー室など）

設置費用約２，０００万円。（５０kVA想定）

④太陽光発電設備（平常時・災害時併用）④太陽光発電設備（平常時・災害時併用）④太陽光発電設備（平常時・災害時併用）④太陽光発電設備（平常時・災害時併用）

太陽の光エネルギーを電力に変換する発電方式です。

省エネと環境負荷の低減が図られ、停電しても電気が使えます。

設置費用約３，８００万円。（容量４０kw想定）
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災害対応設備について

（２）空調換気設備計画

電気電気電気電気と中圧ガスを併用するハイブリット方式と中圧ガスを併用するハイブリット方式と中圧ガスを併用するハイブリット方式と中圧ガスを併用するハイブリット方式（災害時用（災害時用（災害時用（災害時用））））

複数のエネルギーをバランスよく組み合わせ、それぞれの特徴を最大限活用した熱源方式です。

中圧ガス導管は、地震に強く、強度や柔軟性に優れた構造です。

災害時に電気・ガスの供給ラインのいずれかが途絶えた場合でも、熱源を確保することができます。

全ての熱源を中圧ガスとした場合と比較して、設置費用が１，０００万円程度かかります。

（３）給排水衛生設備計画

①備蓄①備蓄①備蓄①備蓄水槽（平常時・災害時併用）水槽（平常時・災害時併用）水槽（平常時・災害時併用）水槽（平常時・災害時併用）

建物地下コンクリートピット部分に、市水のほか、雨水・井水を溜める槽です。

雑用水として、トイレの洗浄水等に利用し、水資源を節減できます。

災害時は備蓄水を浄化して、飲用水に利用が可能です。（浄化装置を別途設けた場合）

設置費用約２，３００万円。

②非常用排②非常用排②非常用排②非常用排水槽（災害時用）水槽（災害時用）水槽（災害時用）水槽（災害時用）

建物地下コンクリートピット部分を利用した水槽です。

公共下水道の破損時、一時的に雑排水・汚水を貯留できるため、庁舎の水の使用（トイレ等）が

可能になります。

設置費用約５００万円。
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